
添付資料２主な補正内容

前回（平成２７年２月２日）補正時 今回（平成２７年４月１５日）補正時

【基本設計方針】

燃料取扱建屋クレーンは、その移動範囲を重量物の落下により使用済燃料

ピットに影響を及ぼすことのないように限定した設計とする。

【基本設計方針】

燃料取扱建屋クレーンは、使用済燃料ピットの上部に走行レールが無く、
建屋の構造上、吊り上げられた使用済燃料輸送容器等重量物が使用済燃料
ピットへの落下物とならない設計とする。

＜従来の記載に設備の詳細な設計の記述（下線部）を追記＞

【設定根拠に関する説明書】

１次冷却材ポンプは、 １次冷却材を1次冷却系ループ内で循環させ、

蒸気発生器を介して炉心から発生する熱を２次系に伝達するため設置してい

る。

【設定根拠に関する説明書】

1次冷却材ポンプは、設計基準対象施設として蒸気発生器を出た１次冷却

材をポンプケーシング底部の１次冷却材吸込管から吸い込み、回転軸下部

に取り付けたインペラによって揚水し、ケーシング側部の1次冷却材管か

ら吐出し、１次冷却材を１次冷却系ループ内で循環させ、蒸気発生器を介

して炉心から発生する熱を２次系に伝達するため設置する。

＜従来の記載に設備の詳細な構造の記述（下線部）を追記＞

＜耐震評価に関する資料の充実の例＞

＜記載内容の充実の例＞

○耐震評価のフローを追記○設備を構造ごとに整理して詳細に説明

（その他）

○荷重の組合せの考え方に

関する表を追加

○評価に使用する諸元を

一覧表で整理して追加

○評価プロセスを詳細に記載 等

○記号の定義を一覧表で整理して追加


